平家取材能三曲に見る様式美の考察について by 上村, 敦之
・ 小 諭 の ねらい
った
差 が あ る 。
世阿弥作の平家取材能より、
三 曲 を 選 ん だ 。
一 A
頼 政 、
B忠度、
C
鬼 界 島 （ 俊 寛 ） 」 が そ れで あ る 。
い ず れ も 運 命
悲劇の点で共通である。
A . Bは夢幻能であり、
C
は現在
能である。
A.Bいずれも修羅物だが、
老 体と中将物 と い
こ こでは、
「平 家 」といった 同 一 の 原 作 に 取 材 し た 三 作
が、
脚 本 構 成 上 で ど の よ う な 様 式 に 描 か れ て い る か 、
そ の
様 式 美 の 相 違 を 考 察 し て み た 。
文 学 作 品と劇能との
か
か わ
り 、
原 作 と 脚 色 と の 相 関 な ど 、
二次元、
三次元芸術
の
ア プ
ロ ー チ ヘ の 展 望 が 将 来 志 向 さ れ たい。
一 、 頼 政 、
忠 度 の 対 比 （ そ の
l
) (1
頼 政 の 場 合
はじめに
、一
段
一 段では、
ワキが 旅 僧と名のり、
洛 陽 を 見 終 え た ので 南
都を志 向 し よ うと思うといい、
上 げ 埓で 道 行 と な り 、
稲 荷
社以下を経て、宇治の里に着くといった定型である。
（ サ
シ コ エ ） で 、
山・川
・ 橋
・ 里 す ぺ て 絶 景で 説 明 の 里 人 が ほ
し いと促して シ テ の 登 場 を 待 つ 。別 表 一 、
場 の 完 備 形 式 に 見 る 典 型 的 な 段 構 成 図
上
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Cの後半が三段をな
し、
別表D.Eに当るものはほとんど
．な
く、
一挙に中入となる。
二段は 頼政の霊が里人の老翁に化して現わ
れ、
ワキ旅
僧の独言に応ずる体裁である。両者の問答
は、
シテがワキ
の要望に対し教養なき鄭人ゆえ何も知らぬと拒みつつ、
こ
の段終りの上げ奇の部分で、
月明下の宇治の勝景のすばら
しさをいい、
巧みに主図への導入部（三段）に連結してい
ろ。
三段は、
問答の後半部である。
シテの主題への誘引は類
型とはいえすぐれたもの
だ。
つまり平等院の所在
ー
釣殿I
扇の芝ー頼政奮戦、
自宮の跡といったペースである。
そし
て、今日は頼政の命日
ゆえ
他人事でなく、彼の事蹟を
物語
りたいゆえ、あなたは仮寝して待っていてくれと約す。
こ
の段も終りに上げ奇（地）を付す。宇治は、京都より奈良への中宿、現世も又中宿で、
自分は頼政の
霊だと名乗り姿
を消す。
（二）
忠度の場合
これに反して、
忠度の場合は、頼政に比し、段数も多く、
類型の発想を破って複雑多岐にわたっている。
一段がまず意表を破る。
大きく二点をあ
げろ。
第一点。
構成が、
「シテ登場」に準ずる，スタイル
だ。
名
ノリ（元俊
成家来の自分が、
主人の死で、
西方行脚へと出ろ）ーサシ
（烏羽の離宮を目指し、山綺・・・・・・猪名野へ）I下ゲ蜀（水底に月かげ宿す昆陽の池を経て）ー上げ奇（芦の葉吹く風音を耳 し・・・・・・嗚尾洞へとかかる）
この配列は、ワキ登
場の段と
しては異色であり、
ワキが俊成弟子と名乗ったこ
とで、
既にこの曲の文芸的色彩を鮮明に出している。
更に、
第二点は
「特尾潟」に着き「沖浪遠き小舟かな」と暗示
はするが、須磨に箔いたとの叙述はなく所謂「半箔」である。
これも、
桜の木かげに休む所作で、それを象徴化して
いるわけで秀でた脚色といえる。
二段は、
サシー一声ーサシー下げ奇の四部構成。
サシが
再度あり、
上げ斑を欠ぐのが特徴だ。
サシ（老木こりが柴
に桜の枝をそえたスタイルの忠度 霊
現われ、汐水を汲ん
だり、
藻塩をた＜薪を取ったり、
浦と山を往復する日々の
あま
郎製よと詠嘆する）
一声（網引く漁師の声が高いので、
しば嗚く千鳥の声もろくに聞えぬとの状景描写は秀逸）サ
シ（須磨の浦の由来1行平の古歌引用ー須磨の山かげ
の
桜はある故人の諮採だと主題の人物の所在を暗示して）下げ斑（下山の便に、薪
そえたこの花を回向に供えて舟
ろうと結ぶ）
．．
三段（ワキ・シテの応待）は、
問答部に上げ可が付加さ
れ更に同音が重なる。
まず、
シテに対し、樵夫か漁師かと
のワキ
の問いにはじまり
、その両者だとワキは答えつつ、
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塩焼くたきぎを取るために山に行くのだ、
僧に似合わぬ屈
問だなあと嘲りつつ、
同音では、
須聡の地の特質をいい、
桜花にとっていやなのは山嵐だが、
ここでは浦風が花を散
らすのだと次第に主旋律に近づく。
次 の 、
別表Dにあたる「シテ
の
仕事」の部を本曲は欠ぎ、
Eの「シテの中入」へと進むのだが、
それは更に前後半の
問答（四•五段）に分れる。
四 段 は 、
主題へ
の導入部で、
日暮れだ、一夜
の
宿を頼む
．という旅僧の問に、・シテの老木こりは、
この花のかげにま
さる所なしと答える。
だが、
誰をあるじとするのかとのワ
キ の 問 い に 、
老翁は待っていたかのように、
「行き暮れて
木の下かげを宿とせば花や今宵の主人ならまし」と主題歌を出す。
その作者は、
花の下の苔の下におり、
そ の 回 向 を
依頼する。
こ こで、
この花かげが、
薩限守忠度の墓標だと
明示される。
以下、
「ロンギ」で語られる。
．あ
なた
の
生前 の 名 は 「 た だ の り ー ひ た す ら 法 （ の り ） 」
といわれたように、
われわれの法の声を聞いて成仏なされ
よと僧は桜の作り物へ合掌する。
五段。
回向を謝し、
成仏できる喜びをのぺる老翁に、
僧
．は
、
木こりの翁がまるで自分への回向のように喜ぶ様をい
ぶかる。
こ こ で 、
老樵夫↓忠度の霊といったナレーション
の技法が用いられ、
シ テ
の
存在理由が「僧の回向を受けた
る
場
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別表2（別表ーに続く）
二、
頼政、
忠度の対比（その 忠度
いため」と語られ、
都 へ の こ とづてが頼みたく、
かげで仮睡し、夢の告げを待てと行方知らず
となる。
以 上
この花の
が、
忠度の前半だが、
頼政のそれに比べてはるかに委曲を
尽していて、
劇 的 盛り 上 りに宮 ん でいる 。
夢 の 再 会を期 そ
（ 一 ）
頼政の場合
四段。
待謡ワーキは扇の芝上で仮寝し、
うという。
（別表
Z
に当る）
五段（別表
E.
C
を含む）
まず、
武将姿の後ジテが雄
健 な 漢 語 調 で サシを語り、
「上ノ詠」で、
「 ヒ オ ドシの よ
ろいを着
た
伊勢の平家武者が氷魚のように網代 か って
いる」と述べ、
更に 「 一 セ イ 」 で 、
源 平
の戦など愚かな小
ぜりあいだった
と いい 、
「掛け合イ」に入る。
更に、
「 上
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歌」で、
ここ平等院での仏の冥加は抜群だと結ぶ。
ただし
、
こ
の段の内容的盛り上りは今
l
つだ。一
六段 構成は、名ノリグリーサシーク
セ
の進行である。
シテが合
戦の迷妄からまだ悟道に入れず
、（
以下長い）合
戦経過を物語ること
になる。
治承四年、
以仁王挙兵、
三井
寺を目指す。
源氏は平家の大軍に備えて、平等院にこもっ
て抵抗すろことになる。
このクセの部のリズム感は勇壮な
．戦
況描写でダイナミックである。七段
最終段。平家側の田原忠綱の宇治川先陣乗りまで
の経過（語り）、
忠綱の用兵の見事さ、
馬さばきの鮮やか
さで源氏苦戦（中ノリ）、
わが子二
人も討死し、
頼政自体
も院の庭で芝に扇を敷き自害せん 決意するが（ロンギ）
、
「埋
れ
木の花咲くこともなかりしに身のな
る果はあはれな
り
けり」とさすが
歌人のた
しな
みで、
巧みな掛け詞
を交え
た、
武人の
悲しい境涯を託した名
歌を
よむ（上ノ詠）、最
後に、
ワキ僧に「くれぐれも回向を頼む
、
その上
は自分の
成仏疑いなし」とい
い残して消失する（寄、
終結）。
（二）忠度の場合六段。
別表2のメに当り、
ワキ上げ奇の待謡で、
文句も
よい。
袖を片敷く草枕は夢路 通じ
る。
夜更けとともに夢
幻境をさまよう
自分の意識に嵐の激しさがつのりいくのみ
だ、
という主旨゜
七段の一声はサシ、
クドキよりなる。
恥ずかしいが自害
の旧跡
に、
夢想界と
は
いえ、生前の武将姿で出現し、
昔物
語をして迷
い
を払いたい
と
思う（サシ）。
生前、
自分の歌が千載集に入ったもの
の朝敵の身ゆえ読
人不知とされた、師も逝去した今、
その息子定家卿に自分
の悲願を奏上してくれ、
それゆえ浦風も心して僧の夢をさ
ますな—この段はなかなか謡いに
くい所だが、
男性的で、
公逹の妄
執がリアルに語られる所である。
八・
九段は、
別表げンテの仕事（物語）に当ろ。¢のワ
キ・
シテの応待はこの曲では割愛されている。
八段は、
クリーサシー下ゲ斑ー上ゲ奇の構成だ。
歌人の
冥加（クリ）。
忠度は文武に秀で、
一方、その師俊成が勅
撰の選者となった（サシ）。
寿永二年、
平家の都落ちの年
（下ゲ奇）。忠度は、
敗軍のさ
なか歌への執念より都に引
返し
、自
歌の撰集入りを師に願い
、又
合流して西下し
、
一
旦須磨まで引返したが、
（源氏物語のスマの巻の縁で）そ
こが平氏と無縁の地と知りえ
なかったのは悔まれる（上ゲ
寄）
。
謡って快い部分で、
史上有名な描写だ
け
に内容も
充分吟味されていお。
九段は、
クリー語り1埓ー上ノ詠ー奇の構成だが、前段
に続いての、合戦の様ー討死ー自己の正体の発現・・・・・・と起伏に宮み、
無常観をもった秀でた描写で有名な箇所。
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Dまで、E以下と二分して、前二曲との対比を考えてみ
別表3「鬼界島」の段構成（一段劇能）
（ （一
孤 島 でのシ テの境 涯
一段。相国娘の癒子中宮安産祈藉大赦で、鬼界島でも成
経・康頼両名の恩赦がきまったと赦免使が名のり、冒頭から観客は俊寛の非運を知ることになる。
二段は次第に
当る
が、サシー下ゲ寄ー上ゲ寄とシテ登場
に匹敵するツレ登場である。
まず、この島に熊野三社を勧請して帰京を祈る由が語ら
れ、サ シ で
は、自己紹介と、都で果せなかった熊野への三
+＝一度参りをその
末社詣でをこめて実現しようと思う旨
H G F E D C B A 符号
八 七 /． ‘ 五 四 屡段 段 段 段 段 段 段 段
儡 ワ シ 後 ツ
シ ツ ワ
キ テ ワ レ テ レ キ
の の キ 喜 喜終末 シ 翡 喜
シ ノ 役
テ テ ＾ リ＾ ＾ の 鬼 ＾ 
ツ
り 塁 塁 羹 〗レの を 、ー、
ヽ 連 ｀ 
し
讐‘ る
ツ
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一の谷の合戦も 敗 色 濃 く 海 上 へ 逃れる（クリ）。 忠 度 も
乗船しようとしたが、岡部六弥太に呼返され、格闘の末まさに六弥太を殺そうとしたが（語り）、敵の家来に右腕を切落され、西方浄土に念 仏を唱えた後、首を
はねられる、
六弥太はその着
衣より名ある平家の公達と思い（斑）、ぇ
びらを見ると「行き暮れて
．．．．．． 
」とあり（上ノ詠）、もう
疑う余地なく忠度と知る（班）。前半の叙事風から一転して鎮魂歌風の叙情と変る。後場でのハイライトである。
十段はキリに当り、奇の技法で、「花が根に帰るように
我も冥界へ帰る、更に法要を頼む」といい、木かげを旅宿とすれば花がその主人で 、 私がそれなのだと四度目の和歌の吟詠 で 結 末 と な
る
。
全体に、歌人としてのほまれ高く、武人としてもすぐれ
た武将忠度の不運にも薄倖な半生を描いた秀作なのだが、歌の頻出に現われ
てい
るようにやヽ冗漫なきらいがある。
しかし、平家哀話のメ イ ン テ ー マ と して有名な素 材だけに頼政に比し写実性はか
なり強いといえよ
う。
三、現在能「鬼界 島 （ 俊 寛 ） 」 の 特 色
たい
。
麻衣、真砂 印稔船盆とすべて略式ながら礼拝を絶やさぬ
語ろ。
次いで下ゲ苺で、路傍の神への奉幣の
様、
上ゲ埓で、
．麻
衣
、真砂
、
白木綿花とす
ぺて略式ながら礼拝を絶やさぬ
．と
二人の決意を語ろ。
．なって
いる
。
三段はシテ登場だが、
一声とサシのみで、下ゲ上ゲ両
奇
を欠r変則体だ。
自己の境涯を、
月光・日光の運休の暗黒
にたとえ、
晩秋枯木に嗚くせみが悶死すると形容するくだ
りは、鬼気す
らはらんですさまじい俊寛の未来像の活写と
四段はツレ・
シテ
の対応で、
問答（掛合も）ー上ゲ苺
（可も）の一一部構成で
この段末が複式でいう中入に当ろ。
まず、俊寛のくんだ谷水を酒と称しそれをめぐっての印
頼との掛け合いを受けて次の同音部上ゲ斑に移る。
こ
の
バ
ートは、
迫りくる運命の非消を前にしてつかのまの安定の
相を見せる。
かつては臭近にあった酒ー法勝寺での栄華を
夢見て今の春し 不如意を物語るのである。春色に満らた都での悦楽と一滴の酒すら飲めぬ孤島 滅色の秋：；•この流人の明日なき境涯が
次の後ワキ登場で打開される。
（
二）非情な俊寛への迎命凝視
五段は、
別表2の，Cに当ろうが
、典
型とは異な
り、
一声
に問答が付加された形式 示す。
ワキ赦免使は一挙に孤島への来意を告げ、三名
の
流人が
それに応ずる形となる。
脚色而で、
俊寛がすぐには文面を
、咲
読まず、
寂頼に読ますといった気品、
落着きを示す重厚さ
が目立つが、段末で、
都からも大赦は両名のみとワキに宜
告され絶句するシテの運命凝視がポイントであろう。
六段は、
別表2、びのシテの仕事（物語）に該当する部
分である。-l一部よりなる。
同罪、
同所、同情が貫かれず、
われのみ鬼住む島に幽閉かとのシテの（クドキグリ）。
雑
互、藻くづのように無視され 身か、渚 千烏の如く泣くしか能なき身かとの
シテ
の磋咲（クドキ）。
古今序を引
い
ての、
鬼神、
烏獣すらわれ
の苛酷な迎命に 情しようとの
愁訴、赦免を包んだ藉紙の隅々までわが名
をさがすシテの
本心、現にあらぬ揺夢よさめてくれ・・・・・・と綿々と
続く
きに沈漁するシテヘの共感（クセ
）。
以上の三部よりなろ
後半のハイライトで
孤愁幽鬼に似たシテの心情は比類な
い描写で観客に迫ろ。
七段は、序破急の急に当り、
別表2の¢に位し、ワキ・
ツレ・シテ三者 掛け合いと短い上ゲ奇を含む。
ここでは、
ワキの官僚的冷酷さ、
ツレ
の利己的臆病さ、
そして
、
シテ
の人問的虚弱さが浮き彫りとなる。
上ゲ奇での、
松浦佐用
姫にもまさろわが嘆きとの詠
唱は抜群の迫力だ。
最終八段は、
ロンギ
で
唱われる。
ツレ・ワキの柔かい闘
子のシテヘ 慰藉、
シテ
の
ツレ・ワキヘの弱々しい哀訴・
・・
．．． 
が終末の、
船影も人影も遂に水平線の彼方へ消え失せた
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世 阿 弥 の 平 家 取 材 能 三 曲
を、
段構成の様式に沿ってみ
て
きたわけだが、原作と脚本（謡い本）、
能 楽 へ の 演 出 と 、
．巾広い領域にわたるだけに、
に わ か に 作 品 の 長 短 優 劣 を 断
ず ろ わ け に は い く ま い 。
ここでは、
そ の 特 色 を 簡 単 に 列 記
す る に 留 め る 。
頼政は、
段 構 成 の 典 型 に 近 く 、
比 較 的 単 純 、
枯淡な味わ
い
を
持 つ 。 特 に 、
後半、
主 人 公 の 影 は 恋
れ、
敵 方 忠 綱 ら の
合戦諜が印象的で、
やヽ曲としての統一性、
純 度 を 欠 く の
で は あ る ま い か 。．忠
度 は 、
典型的修羅能として傑出し
、質
低ともに長大曲
で あ る 。 単 な ろ 武 人 の 軍 事 の み で な
く 、
それに俊成とのか
か わ り 、
勅 撰 集 の 自 歌 入 集 へ の 未 練 等 の 文 芸 面 が 色 濃 く 、
忠度最後の場面や俊成宅への立寄りの描写など、
謡い手読
み 手 を 酔 わ す だ け の 内 容 も あ る 。
た だ 「 行 き 暮 れ て
． ． ． ． 
，．」
の自歌を四度も挿入した技法はいかがなも
の
か 、
更 に 歌 の
内 容 と 株 僧 へ の シ テ の 対 応 が 今 一 歩 融 合 感 を 欠 ぐ と 思 う 。
前 二 者 の 夢 幻 能 に 比 ぺ て 、
鬼界島は、
現在能だけに、
他
おわり
に
•9
と い う く だ り と あ い ま っ て 、
現 在 能 な ら で は の 、
史 上 有 名
な 人 間 悲 劇 の 典 型 を す さ ま じ く 無 限 の 余 情 を た た え て 表 現じている。
作 に 見 ら れ る よ う な 、
中 入 前 後 の シ テ の 変 身 、
後 場 で の ワ
キ の 待 謡 と い っ た 類 型 に と ら わ れ ず 、
終 始 、
鬼 住 む 島 に 一
人 残 さ れ 、
や が て 、
こ の 島 で 生 を 終 え る こ と に な る 、
反 清
盛 派 の か つ て の 高 官 リ ー ダ ー の 自 己 半 生 へ の 懺 悔 、
清 盛 に
屈 伏 し て も 都 に 帰 り た い と の 愁 訴 が ま こ と に リ ア ル に 描 かれ る 。
ツレ両人の俊覚へのいたわりやなぐさめもやヽ筆不
こ
ヵ
足 な が ら 描 か れ 、
ワキや舟子たらの冷酷なシテヘの応待も、
そ の 官 僚 的 忠 実 さ や 消 盛 の 俊 寛 へ の 憤 激 の 大 き さ な ど を もう か が わ せ て 現 実 味 を ま す 。
こ の 小 論 は 、
更 に 、
段落内の小段、
句 文 な ど の 連 鎖 、
表
現 内 容 の 曲 全 体 へ の 貢 献 度 な ど 多 く の 研 究 課 題 を 留 保 し たものであることを付記して終りとする。
（ 涅 山 商 業 高 校 教 諭 ）
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